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災害支援ナース（災害・新興感染症対応）の要請・応援派遣の目的

〇従前より災害支援に貢献していただいてきた災害支援ナースによる災害時の応援派遣に加えて、
新興感染症発生時の応援派遣にも対応できる看護職員の養成を推進し、円滑な派遣調整のため
の仕組みを整備することにより、
新型コロナなどの新興感染症の発生に際して、都道府県において迅速に看護職員等の確保を図

るための体制の整備を推進する。

〇これまでの災害支援ナースによる応援派遣は、法令等の根拠が無かったため、ボランティア活
動として位置づけられ、手当が支給されない、事故補償が曖昧である等の課題があり、活動が不
安定であるとともに、活動参加の制約になっていた。

このため、令和6年度以降、災害支援ナース（災害・新興感染症対応）を改正医療法の「災害・
感染症医療業務従事者」と位置づけ、都道府県・医療機関間の協定に基づく業務と位置づけるこ
とにより、
災害救助法・改正感染症法の規定に基づき、応援派遣に係る実費を公的に負担し、災害支援

ナースに係る業務を「医療機関における業務」として、安定的かつ安心して実施できる環境を整
備する。



災害支援ナースの仕組みの主な変更点

現行 新
法令等の根拠 ― 改正医療法・改正感染症法

（R6年４月施行予定）

派遣の対象 自然災害 自然災害・新興感染症

養成・登録 養成：都道府県看護協会・日看協
登録：都道府県看護協会

国

派遣形態 個人により異なる
・休暇を取得
・業務（出張）扱いなど

原則として派遣元の医療機関の職
員として看護業務に従事する（業務

扱い）

派遣要請 各県共通の派遣要請ルートなし 都道府県の派遣要請に基づく（県内

調整で対応できない場合は、国が全国応
援派遣調整を実施）

経 費 近隣支援・広域支援の場合は、交通費・
宿泊費の実費及び日当を日本看護協会が
負担（それ以外は都道府県看護協会の負
担）

公的に負担（協定に基づく災害・感染

症、医療業務従事者または、医療隊の派
遣に要する費用は都道府県が支弁する



感染症発生・まん延時における広域的な医療人材派遣







研修の概要





災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～
日本看護協会 DVD研修 2日間

災害支援ナース育成研修～災害看護の活動の実際を学ぶ～
大阪府看護協会 防災・災害看護委員会 6時間

・災害看護における基礎的知識
ナースセンター 3時間

・その他災害に関する短期研修

旧災害支援ナース登録

・1の研修への誘導し登録を促進する
・旧災害支援ナースのフォローアップ

潜在看護師対象

4へ進む（Bは免除）

4へ進む

旧災害支援ナース登録は
リセットされる

自己研鑽

4へ進む

自己研鑽

災害支援ナース育成研修の構成
日本看護協会
A：総論
B：災害各論
C：感染症各論

D：集合研修（講義＋演習）

災害支援ナース登録
NHO
JCHO

協定Hp

その他

研修内容 位置づけ

1

2

3

4 今年度（2023年度）からの変更

都道府県からの要請を受けて
被災地へ派遣

オンデマンド研修
4日間（20H）

集合研修2日間（10H）

当協会の災害に関する研修



令和５年度 大阪府看護協会
災害支援ナース養成研修 実施予定

・コースNo.751災害支援ナース養成研修
研修申し込み期間 ：９月１日～９月20日
オンデマンドによる講義受講① ：10月2日～12月9日
集合研修① ：12月19日・20日

（オンデマンド講義①が終了していること）

・コースNo.752災害支援ナース養成研修
研修申し込み期間 ：10月１日～10月20日
オンデマンドによる講義受講② ：11月1日～R6年1月10日
集合研修② ：R6年1月18日・19日

（オンデマンド講義②が終了していること）









まとめ

〇令和6年度以降、改正医療法および改正感染症法に基づき、災害
支援ナースの位置づけ（災害・感染症医療業務従事者）が
変更される。

〇法改正により、旧災害支援ナースの研修に感染症に関する項目が
追加されるため、新たに災害支援ナース養成研修を受講する必要
がある。

〇都道府県看護協会は当該研修修了者をリスト化し都道府県行政へ
届け出が必要になる。


